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新 外国人介護人材の養成・確保 
 

１ 目 的 

  新たな介護人材を養成・確保するため、国家戦略特区を活用し、介護の仕事に意欲のある外国

人を「技能実習生」として県内の介護施設等で受け入れ、介護福祉士の資格取得及び県内の定着

に向けて支援する。 

 

２ 補正予算額  ３，９７７万円 

 

３ 事業内容 

(1) ＥＰＡ資格者外（新たな外国人人材）の受入れ 

＜ベトナム・フィリピン・インドネシアから計 30 名＞ 

ＥＰＡ対象者※以外の者で日本で介護職として働く意欲のある外国人と、県内の介護施設と

のマッチングを行い、介護福祉士候補者として受け入れ、資格取得に向けた支援を行う。 

※ＥＰＡ対象者：既に母国で資格を有する者 

 

 (2) ＥＰＡ帰国対象者の受入れ 

＜フィリピン、インドネシアから計 20 名＞ 

ＥＰＡによる介護就労経験者で、介護福祉士国家資格不合格により、本国に帰国しなければ

ならない者（近県滞在者含む）のうち、引き続き日本での就労を希望し、介護福祉士国家資格

への再チャレンジを目指す者に対し、神奈川県独自の取組みとして資格取得に向けた支援を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 平成 28 年 3 月 31 日までに施行が見込まれる「外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習

生の保護に関する法律」等により、技能実習制度の対象に「介護」を追加することが国におい

て検討されているが、法施行に先立ち、国家戦略特区を活用し、外国人を早期に受け入れる。 

 

問い合わせ先 

保健福祉局福祉部地域福祉課 課長 松岡 電話 045-210-4740

ベ ト ナ ム 

フ ィ リ ピ ン 

インドネシア 

フ ィ リ ピ ン 

インドネシア 

EPA 資格者外 

EPA 帰国対象者 

受

け

入

れ 
 

 
募 集 

ﾏｯﾁﾝｸﾞ 

就 労 

養 成

研修等

資格 

取得 
定着 

在留資格 技能実習（介護） 就労（介護） 
※ 
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新 平塚看護専門学校を看護大学校に改編（４年制を導入） 
 

１ 目 的 

医療技術の高度化や在宅医療の拡充など時代に即した看護師養成を行うため、県立平塚看護

専門学校の修業年限を、看護専門学校として県内初の４年（通常は３年）とすることで「看護

大学校※」として改編し、実習・演習などを充実させた新しい教育課程を導入する。 

 ※ 看護大学校：現行のカリキュラムを再構築し、新しい教育を神奈川独自の内容で行う看護専門学校。

卒業により大卒者と同様に大学院への入学資格も得られる。 

 

２ 補正予算額  ６，１５０万円 

 

３ 事業内容 

  新しい教育課程を導入するため、平塚看護専門学校(平塚市諏訪町)に必要な施設を整備する。 

(1) 本館改修工事設計        3,200万円 

【継続費の設定】 期 間 平成27年度～平成28年度 

総 額        3,900万円 

(2) その他工事関連費        2,950万円 

      本館改修工事に伴い必要となる体育館除却や仮設校舎設置等の経費 

【債務負担行為の設定（仮設校舎設置）】 期 間 平成27年度～平成29年度 

限度額      １億3,448万円 

 ４ ４年制導入の意義 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４年制の教育課程の特長） 

 

 

 

５ スケジュール 

年度 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 

内容 

 

 

   

 
問い合わせ先 

保健福祉局保健医療部保健人材課 課長 楠 電話 045-210-4742

本 館 設 計 

体育館除却設計・工事 

本 館 改 修        工 事 本
館
供
用
開
始改修関連経費（仮設校舎の設置など） 

４
年
制
導
入

                      

県内のモデル校として修業年限を４年とし、授業時間を現行の3,000時間から3,600時間程度に増やす

【保健医療福祉制度の変革】 

・急速な高齢化の進展 ・在宅医療の拡充 

【医療現場の変化】 

・医療の高度化 ・チーム医療の推進 

※ 今後、2025年に向けて、こうした医療・介護に対する量・質の需要が増加する 

教育内容の充実が必要（現行ではカリキュラムが過密） 

看護教育を取り巻く現状 

実習時間の延長 

新たな実習の導入 

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ教育など 

より臨床に近い状況で 

学ぶｶﾘｷｭﾗﾑ 

将来のﾘｰﾀﾞｰやｷｬﾘｱを 

意識した教育  
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